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１． はじめに 

 
近年、日本では自転車利用者が増加傾向にある。し

かし、自転車が歩道を走行することによって、歩行者
が安全で快適に歩行できない状況が生じている。この
ため、自転車と歩行者の分離が必要とされている。 
しかしながら、現在の日本の都市部では沿道利用が進み、
道路空間に制限があることなどの状況から、歩行者と自転
車の通行帯を物理的に分離して整備を行うことは容易で
ない状況が多く、自転車関連施設の種類も様々なタイプが
考えられているが、その妥当性は必ずしも明らかであると
は言えない。また、整備された自転車関連施設においても、
追い越し・すれ違い方法等、具体的な交通規則・マナーが
確立されてない状況である。近年、自転車関連施設に関す
る既存研究１）は多くあるが、通行位置などの規則やマナ
ーに着目した研究２）３）は少ない。 

そこで本研究では、歩道内に自転車通行帯が設置さ

れている南千住（東京都荒川区 JR 南千住駅前）におい

て、交通規則やマナーに関連する歩行者・自転車の挙

動実態を明らかにすることを目的とする。 
 

２．調査対象地区の概要 

 

・道路施設の対象区間はJR 南千住駅から北東に約500ｍ
である（表－１）（図－１） 
・対象道路は中央帯から北側区間を対象とする。 
（図－１の①、②に接した道路） 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路幅員構成は車道片側１車線＋路肩２ｍ＋植樹帯1.5
ｍ＋歩道４ｍ（自転車通行帯２ｍと歩行者通行帯２ｍの
境界に白線あり）となっている（図－２）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．挙動調査の概要 

 
自転車関連施設が設置された道路での歩行者と自転
車の挙動を分析するために、詳細な観察調査とビデオ
観測調査を行った。調査の概要を表－２に示す。 

 
 
 
 

 

 

 

表－１ 対象地区の概要 
図－１－① 現在工事中
図－１－② マンションが立地（１階にコンビニあり）
図－１－③ 貨物線

車両－40km/h、全線駐車禁止
バイク、自転車－無断駐輪禁止地区

交通規制

＊キーワーズ：地区交通計画、歩行者自転車計画、道路計画、
交通マナー 

＊＊ 学生員、茨城大学大学院理工学研究科都市システム工学専攻 
＊＊＊正員、工博、茨城大学工学部都市システム工学科 
   （日立市中成沢町 4-12-1 Tel：0294-38-5171）    
                E-mail：tkin@mx.ibaraki.ac.jp） 

1.5ｍ 2ｍ 2ｍ 2ｍ 4ｍ 

工 事
現場 

植樹帯 白線 白線 

車道 歩行者 
通行帯 路肩 自転車 

通行帯 
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表－２ 調査の概要 
対象地区 東京都荒川区南千住駅前（約500ｍ）

定性的調査－観察調査、写真撮影
調査実施日－平成15年9月30日（火）
　　　　　　10月5日（日）、10月6日（月）
定量的調査－ビデオ観測調査（固定）
調査実施日－平成15年10月5日（日）
　　　　　11：15～12：45、14：00～15：30
　　　　　　10月6日（月）　7：00～8：30

調査方法・
調査実施日



 

 

４．観察調査による挙動の特徴 

 
（１）挙動の特徴 
・全体的に利用規則（自転車は車道側通行）に従って
通行している利用者は少なく（図－３）、進行方向左
側通行利用者が多くみられる（図－４）。 
・進行方向左側通行の場合、自転車が中央側（歩行者
通行帯と自転車通行帯との境界帯）を走行し、歩行者が
壁側（車道側や工事現場側）を通行している。 

・通勤時間帯（平日７時～８時半）には自転車歩行者
道の歩行者交通量が多いため（647 人/ｈ）、日中あ
まり利用されていない路肩や反対側の道路を通行す
る自転車が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）子供・高齢者に見られる特徴 

観察調査でみられた特徴を表－３に示す。ここでは
子供は小学生以下、高齢者は６０歳以上としている。 
・子供や高齢者の自転車は、規則通りの通行を行う傾向
にあるが、その場合でも挙動が乱れる場合があり、こ
のちょっとした挙動の変化が他の交通の挙動を波及
的に乱す一因となる場合がある（表－３－④）。 

・ 規則通りの通行帯であっても、自転車が歩行者に接
近して追い越し・すれ違いを行う場合には、歩行者
は驚き、不快な場合がある（写真－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者は、自ら危険を避け、他へ迷惑にならないよ
うに遠慮して道路端を通行しているが、このような
状況を妥当と考えるかが課題である（表－３－⑥）。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ビデオ観測調査による挙動分析 

 

（１）通行位置 

観察調査で明らかになった進行方向左側通行を行っ
ている利用者数と利用規則に従った通行を行っている
利用者数を比較した（図－５）。その結果、歩行者、自
転車ともに進行方向左側通行を行っている利用者が多
いことが分かる。特に 10 月 6 日(月)の朝の通勤時間帯
に関しては歩行者で 86％、自転車では自転車歩行車道
を走行している自転車が少ないため、対象自転車台数
が 20台と少ないデータではあるが 100％と全ての自転
車が進行方向左側通行を行っている。また歩行者と自
転車では自転車の方が進行方向左側通行の割合が若干
だが高い傾向が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－３ 利用規則に 
    従った通行 

図－４ 進行方向 
    左側通行 
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図－５ 通行位置の割合 
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表－３ 子供・高齢者にみられた特徴 
番号 属性 考えられる理由

①

＜徒歩＞
規則の路面標示などに
よって徒歩で通行中の
親子が自転車通行帯か
ら歩行者通行帯に移動
している。その際、親が
周りをみわたし安全を確
認している

・親子で通行中の利用者は
　規則に対する意識が高く
　歩行者通行帯を利用しよう
　とする傾向がある

②

＜自転車並走１＞
親子で並走している子
供の自転車が、まっすぐ
走行しておらずふらふら
した走行となっている。
またその際子供が中央
側を走行している。

・まだ身体的に常にまっすぐ
　走行できないため
・子供の一番走行しやすい
　スピードより遅いため
・子供がふざけているため

③

＜親子の２人乗り＞
2人乗りの親子の自転車
が子供の重みなどに
よってふらふらした走行
をしている。

・子供の重みによってバランス
　を保つのが困難なため
・親が子供の方を意識して
　まっすぐ走行することを
　意識していないため

④

＜徒歩＞
徒歩で通行中の子供が
後ろから追い越してきた
自転車に驚き、大きくよ
ろけている。

・後ろからきた自転車に驚いた
　ため

⑤

＜自転車＞
子供の自転車の中には
ふらふらしながら走行し
ている自転車もいる。

・まだ身体的に常にまっすぐ
　走行できないため
・子供がふざけているため

⑥ 高齢者

＜徒歩＞
徒歩で通行中の高齢者
が白線付近（自転車歩
行車道の中央）を通行す
ることを避け、道路の端
に移動している。

・この通行位置の方が安全で
　あると考えたため
・他の利用者の邪魔にならない
　ようにしているため

挙動パターン

親子

子供
（1人）

自転車
通行帯

歩行者
通行帯



 

 

（２）追い越し・すれ違い方法 

追い越し・すれ違い（行動によって少しでも進路が変更
したもの）に関して歩行者対歩行者、歩行者対自転車、
自転車対自転車の 3 パターンの分析を行った。一例と
して歩行者対自転車の状況を以下に示す（表－４）。な
お、図に示す結果は追い越し・すれ違いが多く見られ
た 10 月 5 日（日）の 11：15～12：45 と 14：00～15：
30 の２回の結果を合計したものである。 
その結果、追い越しに関してはどのパターンでも左

方避譲の傾向があるのに対して、すれ違いでは左方避
譲、右方避譲の傾向がはっきりしていない。このこと
が通行の混乱をもたらしているが、この大きな原因は
規則やマナーで避譲方法が明確になっていないためと
考えられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）追い越し

また表－
追い越し・
歩行者が壁
れた。このよ
関わらず、ど
しているこ
 

（４）子供・高齢者に着目した分析 
通行位置に関して、交通弱者といわれる子供と高齢

者の特徴を把握するため、他の属性（子供、高齢者を
除いた属性）との比較を行った（図－６）。なお、図に
示す結果は子供・高齢者の利用者が多い 10 月 5 日（日）
の 11：15～12：45 と 14：00～15：30 の２回の結果を
合計したものである。 
通行位置に関しては、子供の徒歩時で進行方向左側

通行が 55％、自転車時で 50％、同じく高齢者では徒歩
時で 71％、自転車時で 64％、また他の属性については
徒歩時 65％、自転車時 75％となっている。全体的には
大きな違いは見られないが、子供の徒歩と自転車の通
行位置が高齢者や他の属性に比べ、規則に従う利用者
の割合がやや高い傾向がある。 
 

徒歩 自転車
表

回数
割合

状況図

回数
割合

回数
割合

通行位置
回数
割合

状況図

回数
割合

通行位置
回数
割合

状況図

回数
割合

追い越し

すれ違い

地図上に
図の下の

追い越し
歩行者が
（左の図凡例
－４ 追い越し・すれ違いの状況 
（歩行者 対 自転車） 
・すれ違い時の通行位置 

４の結果が示すように、歩行車 対 自転車の
すれ違い時ともに自転車が中央部を走行し、
側（車道側と沿道側）を通行する傾向が見ら
うな傾向は、追い越し・すれ違いの違いに
の時間帯においても自転車が中央側を走行
とが観察調査からも裏づけされている。 

 
 
 

 

 

 

 

 
一方、ふらつき（周りからの影響がなく左右に振れてい

る状況）によって白線を横切る割合を属性別にみてみると

(図－７)、子供は徒歩時で 14％、自転車時で 30％と他
の属性の徒歩時 12％、自転車時 24％に比べて大きな変
化が見られないのに対し、高齢者ではふらつきによっ
て白線を横切る割合が徒歩時で 0％、自転車時で 9％と
全体に比べ低い結果になっている。これは、観察調査
から明らかなように高齢者がふらつかないというわけ
でなく、自ら道路の両端を通行しているためである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
これらの結果から、子供と高齢者では、通行位置に関
しては子供の方が規則に従った通行を行っているとい
う傾向が見られた。しかし、高齢者はふらつきによって
白線を横切る割合が低いという傾向が見られ、子供と高
齢者では傾向に多少の違いがあることが分かった。 
 

図－７ ふらつきによって白線を横切る割合 

図－６ 通行位置の割合 
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７．挙動調査のまとめ 

 
観察調査とビデオ観測調査から歩行者と自転車が

別々に通行するといった利用規則に従った通行だけで
はなく、歩行者・自転車ともに進行方向左側を通行す
る利用者が多いという結果が得られた。この結果を考
察するために、利用者に対してヒアリング調査を行っ
た（表－５）。これより各利用方法別に理由、影響につ
いて考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
（１）利用規則に従った通行（図－８） 
 理由としては、構造的に利用しやすいといった挙動
はなく、利用者は「規則」を意識して通行しているた
めであると考えられる。 
影響としては、徒歩の子供が白線を横切り自転車通

行帯に進入する危険があること、通勤時間帯などの歩
行者交通量が多い際に、歩行者通行帯だけでの通行が
困難であるといった問題点がある。利点としては、高
齢者が周囲に気を使わずに、歩道内を通行することが
できるなどが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）進行方向左側通行（図－９） 
 理由としては、追い越し方法がはっきりしているこ
と、自転車が中央側、歩行者が壁側という傾向がある
といった利用方法がはっきりしているということが考
えられる。 
 影響としては、規則に従っている子供に対して、対
応を周りの利用者のマナーに任せてしまうこと、高齢
者が自分の危険を避け、周囲への影響を気にしている
ために歩道の端を通行しているということ、また標識
などとの違いにから混乱が生じるといったことが考え
られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．結論 

 

本研究で得られた結果を、以下に示す。 
① 道路構造令通りの自転車歩行車道が整備されてい

ても、現行の規則通りではなく、進行方向左側通行
している事例があることを示した。この場合、自転
車と歩行者との分離はされておらず、歩行者が安全
で快適な通行ができる空間を確保しているとは言
えない状況である。今後は、構造的な整備だけでな
く、規則やマナーも含めた検討が必要である。 

② すれ違い時に利用者が左右どちらに回避するべき
かという点など、挙動が混乱しているのが現状で
ある。それらをふまえ、通行方法や追い越し・す
れ違い方法を法的、または社会マナーとして確立
する必要がある。その際、属地的・状況的要因に
対して、規則やマナーをどこまで固定（厳密適用）
するのかが問題である。 

③ 子供がふらふらしながら通行する状況や、高齢者
が道路の端を遠慮して通行している状況がみられ
るが、このような利用者のあるべき交通の姿を明
確にする必要がある。 

 

９．今後の課題 

 

今回の対象地（南千住）では、以上の結果が得られ
たが、沿道が工事中であること、学生が少ないことな
どの特徴のある地域であり、他の地域にこのような自
転車歩行者道を整備すると、すべてこのような傾向に
なるとはいい難い。そのため、今回の対象地のように
自転車歩行者道が設置された様々な地域を対象に調査
を行い、一般的な傾向をつかむ必要がある。また、現
在提案されている自転車専用道が設置されている道路
など様々なタイプの道路施設を調べ、比較を行うこと
により今後のあり方を明らかにしていく必要がある。 
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・規則に従っているため ・徒歩の子供が白線を横切り、自転

車通行帯に進入する危険がある。 
・高齢者が周囲に気を使わずに、 

歩道内を通行することができる。 
・通勤時間帯などでは歩行者交通量

が多く、歩行者通行帯だけでの通

行が困難である。 

図－８ 規則に従った通行の理由と影響 

理由 影響 

・追い越し方法がすれ違い方

法に比べはっきりしている 
・自転車が中央側、歩行者が

壁側という傾向がある 

・規則に従っている子供に対しては、

対応を周りの利用者のマナーに任

せてしまう 
・高齢者が道路の端の方に追いやら

れている 
・標識などとの利用方法が違うため、

混乱が生じる 

図－９ 進行方向左側通行の理由と影響 

理由 影響 

表－５ ヒアリング調査概要 
対象地区 東京都荒川区南千住駅前（約500ｍ）
調査目的 道路の利用法に関する意識調査

道路利用状況における通行位置とその要因
白線などの境界の設置について

調査実施日 平成15年11月5日（土）
人数 25人

調査内容


